
◆  宗教新聞 講演会（後 援：ＮＰ Ｏ法人｢にっぽん文明研究所｣）◆ 

 

日本の伝統文化を見据える ｢にっぽん文明研究所｣   の後援する講演会のお知らせです。

『新しい道徳教科書』の中に、遺伝学の権威、村上和雄博士の「サムシング・グレイト」のお話が

収められています。学習指導要領には「人間の力を超えたものに対する畏敬の念を深める」と

いう一項があります。昨年の東日本大震災に直面して私たちは人間の非力さを痛感し、人間

を超えた大いなる「神」に対する畏敬の念を再認識する時を教えられました。また、「絆」という

言葉が言われました。被災者の方々には、断たれた絆に対する痛切な思いを語っておられます。

これは、家庭の価値よりも個人を優先する思想がまん延したことに対する天啓と受け止める

ことができます。こうした認識に立って宗教性と道徳心を育てる教育を通して、健全な人づく

り、家庭づくり、国づくりに取り組まれる小林 正先生にご講演をして頂きます。 
 

◆ 「学校教育における宗教教育の位置づけ」 ◆ 

講師： 小林 正 先生（元参議院議員・教育評論家） 
 

こばやし・ただし 昭和８年東京生まれ。横浜国立大学学芸学部卒。同 32年、

川崎市公立学校教諭。同 57 年、神奈川県教職員組合執行委員長。平成元年、

参議院議員に当選（日本社会党）。同 5 年、日本社会党を離党し、新生党を経

て新進党結成に参画、同党広報副委員長。在任中、参議院文教委員会理事、

同地方分権・規制緩和特別委員長、同緑風会政策審議会長。現在、新しい憲法

をつくる国民会議理事、日本の教育改革を進める会理事、民間教育臨調・教

育制度部会長、新しい歴史教科書をつくる会会長を歴任。 
   

 
○ 日 時  ： 平成２４年４月２５日（水）７：００ｐ.ｍ～８：５０ｐ.ｍ  （６：３０ｐ.ｍ 開場） 

○ 会 場  ：  成約ビル１階 セミナールーム (〒160-0022 東京都新宿区新宿 5-13-2：下記案内図) 

○ 入場料  ： ￥１,０００円   （＊ご参加の場合は下記の Fax・メール・電話でご連絡ください。）   
   

◎ 参加申込み （Ｆａｘ送信用）   【締切り＝ ４月２０日（金）】 
 

Ｆax：送信先  045-491-7461  e-mail：info@nippon-bunmei.jp    Ｔｅｌ：045-481-9361   
 

ご芳名                                                     （      歳） 

  
ご住所                                                             

 
お電話                                                             

 
ご職業                                                             

 

＊入場料：当日お支払いください。 


